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 この山は「爺爺岳」という。「ちゃちゃだけ」と読

むが、「チャチャ」とはアイヌ語で「お爺さん」とい

う意味だ。北海道で最も秀麗な山容を持つ火山だが、

現在の登山はおろか、近づくことすらできない。噴火

活動が活発だからではなく、領土問題が原因だ。この

山は国後島（北方領土）にある。国後島も択捉島も、

弧状列島の一部であり、地質的にも歴史的にも植生的

にも、我が国の領土である。私は道東の羅臼町から、

この山を見たことがある。前回観察記録を紹介した子

どもは、爺爺岳も観察していた。 

 

「爺爺岳（北海道国後島）；浅間山のように２重にく

ぼんでいる。まわりに川のようになっているところが

あり、高低差が見える。まわりに少し火山もある」 

 この火山についても短い記述の中でよく観察して

いる。「浅間山と似ている」というところが特に優れ

ている。「まわりの火山」とは、丸い爆裂火口や、寄

生火山のことをさしているようだ。 

 

 この記録シートを書いた子どもが着目した点は、最

後のふり返りの記述からもわかる通り、「火山の古さ

による浸食の様子のちがい」という点である。例えば、

富士山（最後の噴火は約 400年前）と羊蹄山（最後の

噴火は約 1000年前）は、同じような美しい成層火山

なのだが、山頂から四方にのびる浸食谷（放射谷）の

深さがまるでちがう。「火山は噴火活動がなければど

んどん浸食される」という法則を読み取っているのは、

なかなか優れた考察である。 

 

 私が用意した記録用紙は、10座の火山しか記入でき

ない。しかし子どもによっては、「すべての火山を観

察したい」という者もいて、わざわざ５段の用紙に横

線をひいて 10段にして記録していた。予備の（２枚

目の）用紙を用意しておくべきだったと思う。 


